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中部方面混成団創立１０周年
大津駐屯地設立５８周年

入場者数
9,173人

記
念
行
事
盛
大
に
開
催

混
成
団
長
感
謝
状

駐
屯
地
司
令
感
謝
状

記 念 行 事 の 様 子

感
謝
状
贈
呈
者

平
成
二
十
九
年
五
月
六
日
、
中
部
方
面
混
成
団

及
び
大
津
駐
屯
地
（
団
長
兼
大
津
駐
屯
地
司
令

佐
藤
正
典
一
佐
）
は
、
滋
賀
県
知
事
、
大
津
市
長
、

国
会
議
員
を
は
じ
め
、
多
数
の
来
賓
の
ご
臨
席
の

も
と
、
団
創
立
十
周
年
、
駐
屯
地
創
設
五
十
八
周
年

記
念
行
事
を
開
催
し
た
。

今
年
の
記
念
行
事
は
曇
り
空
の
も
と
、
時
よ
り
雨

が
降
り
、
Ｆ
１
５
祝
賀
飛
行
、
空
挺
降
下
は
中
止
さ

れ
た
も
の
の
過
去
最
高
と
な
る
九
千
名
強
の
来
場
者

で
賑
わ
い
、
来
隊
さ
れ
た
方
々
か
ら
混
成
団
及
び

大
津
駐
屯
地
に
対
す
る
一
層
の
理
解
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。

記
念
式
典
に
は
副
団
長
（
齊
藤

一
佐
）
を
部
隊
指
揮
官
と
し
て
団

隷
下
部
隊
が
参
列
、
観
閲
行
進
で

は
中
部
方
面
音
楽
隊
を
先
頭
に
団

隷
下
部
隊
に
加
え
、
各
支
援
部
隊

の
車
両
が
行
進
を
行
い
、
来
場
者

か
ら
大
き
な
喝
采
を
浴
び
た
。

式
典
後
は
、
中
部
方
面
音
楽
隊

と
ら
っ
ぱ
隊
と
の
合
同
吹
奏
、
大

津
駐
屯
地
名
物
で
あ
る
新
隊
員
に

よ
る
自
衛
隊
体
操
、
迫
力
満
点
の

模
擬
戦
闘
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、

戦
車
・
高
機
動
車
試
乗
や
体
験
乗

船
も
催
さ
れ
、
盛
況
の
う
ち
に
終

了
し
た
。

観閲官 佐藤１佐

観閲部隊指揮官 齊藤１佐

中
部
方
面
混
成
団
友
の
会

山
本

大

様

第
四
十
七
普
通
科
連
隊

Ｏ

Ｂ

会

様

第
四
十
九
普
通
科
連
隊
後
援
会

中
西

敏
敬

様

第
四
陸
曹
教
育
隊
友
の
会

間
宮

茂
樹

様

第
一
〇
九
教
育
大
隊
友
の
会

橋
本

正
明

様

第
一
一
〇
教
育
大
隊
教
友
会

矢
田

正
美

様

第
一
一
〇
教
育
大
隊
教
友
会

横
井

秀
幸

様

大
津
自
衛
隊
協
力
会

荒
木

幹
雄

様

大
津
駐
屯
地
業
務
隊
Ｏ
Ｂ
会

小
斉

精
二

様

（１）第３３号



か け は し

中

部

方

面

混

成

団

団

集

中

野

営

混
成
団
は
、
五
月
二
十
六
日
か
ら
六
月
七
日
ま
で
、

あ
い
ば
野
演
習
場
（
滋
賀
県
高
島
市
）
に
お
い
て
第

一
次
混
成
団
集
中
野
営
を
実
施
し
た
。
本
野
営
で
は
、

第
四
十
七
普
通
科
連
隊
及
び
第
四
十
九
普
通
科
連
隊

の
各
種
射
撃
訓
練
、
第
四
陸
曹
教
育
隊
の
入
校
学
生
、

第
一
〇
九
教
育
大
隊
の
新
隊
員
ら
の
各
種
訓
練
を
実

施
し
、
各
部
隊
合
せ
て
一
四
八
一
名
が
参
加
し
た
。

中
で
も
、
第
一
〇
九
教
育
大
隊
の
新
隊
員
五
〇
四

名
は
、
厳
し
い
暑
さ
の
な
か
、
掩
体
構
築
訓
練
で
は
、

自
身
の
体
が
す
っ
ぽ
り
隠
れ
て
し
ま
う
大
き
さ
の
掩

体
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
新
隊
員
教
育
の
山
場
の

一
つ
で
あ
る
二
十
五
キ
ロ
行
進
訓
練
で
は
隊
員
相
互

に
励
ま
し
合
い
な
が
ら
歩
き
き
り
、
ゴ
ー
ル
と
な
る

大
供
蔽
舎
で
は
大
隊
長
が
隊
員
ひ
と
り
一
人
を
拍
手

で
出
迎
え
た
。
ま
た
、
団
長
は
日
毎
に
自
衛
官
ら
し

い
顔
つ
き
に
な
っ
て
い
く
新
隊
員
や
二
個
の
普
通
科

連
隊
の
実
射
射
撃
訓
練
及
び
第
四
陸
曹
教
育
隊
の
各

課
程
の
訓
練
等
を
精
力
的
に
視
察
し
、
隊
員
を
激
励

し
た
。

雨
に
見
舞
わ
れ
る
日
も
あ
っ
た
が
、
梅
雨
入
り
し

た
と
は
思
え
な
い
猛
暑
の
中
、
各
部
隊
は
無
事
訓
練

を
終
え
た
。

大隊長による出迎え
（315中）

総合訓練（上中） 25ｋｍ行進訓練（314中） 普戦協同訓練（普中）

87ATM射撃（47連隊） 掩体構築（315中） 総合訓練（共中）

実弾射撃訓練（普中） 87ATM射撃（49連隊） 訓練後の慰労会（316中）

第
三
一
四
共
通
教
育
中
隊

自
衛
官
候
補
生

益
満

円
香

前
期
教
育
に
お
い
て
一
度
し
か
な
い
野
営

訓
練
で
区
隊
全
員
が
同
部
屋
で
寝
食
を
共
に

し
ま
し
た
。
初
め
て
の
野
営
で
印
象
に
残
っ

た
事
は
訓
練
間
、
諦
め
る
者
が
誰
一
人
と
し

て
い
な
か
っ
た
事
で
す
。

特
に
行
進
訓
練
は
暑
さ
と
疲
労
を
体
感
し

な
が
ら
も
お
互
い
切
磋
琢
磨
し
乗
り
越
え
た

こ
と
は
自
信
へ
と
繋
が
り
ま
し
た
。
仲
間
へ

の
思
い
や
り
と
全
員
で
成
し
遂
げ
る
こ
と
の

大
切
さ
を
感
じ
た
訓
練
で
し
た
。

第
三
一
五
共
通
教
育
中
隊

一
般
陸
曹
候
補
生

植
田

光
俊

初
め
て
の
野
営
で
し
た
の
で
身
を
引
き
締

め
て
荷
物
を
ま
と
め
ま
し
た
。
環
境
が
違
っ

て
も
身
辺
整
理
等
、
時
と
場
所
を
問
わ
ず
活

動
で
き
る
自
衛
隊
を
実
感
し
、
ま
た
そ
れ
が

出
来
た
自
分
に
自
衛
官
と
し
て
の
自
信
が
持

て
ま
し
た
。

特
に
掩
体
構
築
が
印
象
に
残
り
、
仲
間
と

助
け
合
い
無
事
構
築
し
任
務
を
達
成
す
る
充

実
感
を
得
ら
れ
大
変
良
い
経
験
と
な
り
ま
し

た
。 ～

初
め
て
の
野
営
を
振
り
返
っ
て
～

第
三
一
六
共
通
教
育
中
隊

一
般
陸
曹
候
補
生

山
本

銀
河

初
め
て
の
野
営
訓
練
で
最
も
印
象
に
残
っ

て
い
る
事
は
行
進
訓
練
で
区
隊
全
員
が
無
事

完
歩
出
来
た
事
で
す
。
行
進
中
、
体
調
を
崩

す
仲
間
も
い
ま
し
た
が
同
期
で
励
ま
し
合
い
、

力
を
振
り
絞
っ
て
完
歩
し
ま
し
た
。
私
は
そ

ん
な
仲
間
に
出
会
え
大
変
誇
り
に
思
い
ま
す
。

団長による訓練視察
（49連隊）
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連
隊
（
連
隊
長

茅
野
一

佐
）
は
、
平
成
二
十
九
年
六

月
五
日
か
ら
八
日
ま
で
の
間
、

あ
い
ば
野
演
習
場
（
滋
賀
県

高
島
市
）
に
お
い
て
平
成
二

十
九
年
度
第
一
次
連
隊
野
営

訓
練
を
実
施
し
た
。

本
野
営
は
、
第
二
次
即
応

予
備
自
衛
官
招
集
訓
練
の
一

環
と
し
て
行
い
、
八
一
ミ
リ

第
四
十
九
普
通
科
連
隊

迫
撃
砲
射
撃
（
第

二
中
隊
）
及
び
八

七
式
対
戦
車
誘
導

弾
射
撃
（
各
中
隊

対
戦
車
小
隊
）
を

実
施
、
射
撃
練
度

の
向
上
を
図
っ
た
。

射
撃
実
施
日
と

な
っ
た
七
日
は
、

梅
雨
の
影
響
で
一

日
中
小
雨
と
霧
に

悩
ま
さ
れ
る
中
で

の
射
撃
と
な
り
、

八
七
式
対
戦
車
誘

導
弾
射
撃
は
予
定

通
り
実
施
出
来
た

も
の
の
、
八
一
ミ

リ
迫
撃
砲
射
撃
は

視
界
不
良
に
よ
り

標
的
が
確
認
出
来

ず
、
Ｂ
Ｐ
修
正
射

途
中
で
断
念
、
夜

間
射
撃
ま
で
予
定

し
て
い
た
が
射
撃

中
止
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。
悪
天
候

に
阻
ま
れ
る
な
か

で
の
射
撃
と
な
っ

た
が
、
隊
員
た
ち

は
こ
れ
ま
で
に
積

み
重
ね
て
き
た
練

成
の
成
果
を
存
分

に
発
揮
す
る
と
と

も
に
、
士
気
旺
盛

か
つ
迅
速
的
確
な

射
撃
を
実
施
、
所

期
の
目
的
を
達
成

し
た
。
ま
た
、
射

撃
間
混
成
団
長
が

現
地
を
視
察
さ
れ
、

即
自
隊
員
を
直
接

激
励
さ
れ
た
。

連
隊
（
連
隊
長

高
山
一
佐
）
は
、

平
成
二
十
九
年
六
月
十
五
日
か
ら
二

十
日
ま
で
の
間
、
訓
練
検
閲
初
受
閲

に
向
け
、
連
隊
練
成
訓
練
を
実
施
し

た
。
本
訓
練
は
、
陣
地
防
御
に
お
け

る
防
御
準
備
間
の
各
級
指
揮
官
の
指

揮
手
順
及
び
幕
僚
活
動
、
隊
員
の
基

礎
動
作
、
特
に
敵
を
意
識
し
た
行
動

を
演
練
し
た
。

ま
た
、
七
月
六
日
、
第
一
中
隊

（
中
隊
長

桂
三
佐
）
は
、
香
川
県

三
豊
市
大
浜
海
水
浴
場
で
災
害
派
遣

に
備
え
た
水
難
救
助
訓
練
を
行
っ
た
。

こ
の
水
難
救
助
訓
練
は
、
溺
者
救
助

法
、
偵
察
用
ボ
ー
ト
漕
舟
要
領
に
つ

い
て
行
い
、
赤
十
字
救
急
指
導
員

（
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
）
の
資
格
を
も

つ
小
山
即
応
予
備
三
曹
が
教
官
と
し

て
、
知
識
の
有
無
、
練
度
の
違
い
が

人
命
救
助
に
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る

こ
と
か
ら
、
正
確
な
動
作
が
出
来
る

よ
う
わ
か
り
易
く
教
育
し
、
豪
雨
、

津
波
発
生
時
に
即
応
で
き
る
ご
と
く

練
度
向
上
に
努
め
た
。

充実即応予備自衛官招集訓練！

ＣＯＰの行動

戦闘指導（連隊指揮所）

漕舟訓練

熱心に指導する小山即応予備３曹

第
四
十
七
普
通
科
連
隊
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第
四
陸
曹
教
育
隊

初
級
陸
曹
特
技
課
程

隊
（
隊
長

井
川
二
佐
）
は
、
四
月
一
日
よ
り
第
六
〇
期
生
徒
陸
曹
候
補
生
課
程
を

皮
切
り
に
、
同
月
四
日
第
一
三
一
期
（
一
次
）
陸
曹
候
補
生
課
程
及
び
第
一
三
〇
期
初

級
陸
曹
特
技
課
程
、
同
月
十
一
日
第
六
三
期
方
面
陸
曹
基
礎
英
語
課
程
、
同
月
十
二
日

第
一
八
一
期
陸
曹
上
級
課
程
の
五
個
課
程
計
二
九
九
名
の
教
育
を
開
始
し
た
。
学
生
達

は
、
入
校
式
に
て
第
四
陸
曹
教
育
隊
長
が
式
辞
で
述
べ
た
「
足
腰
の
強
い
部
隊
の
屋
台

骨
た
る
陸
曹
」
、

「
俺
を
見
よ
、
俺
に
続
け
と
い
う
リ
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
が

ご
と
く
自
ら
鍛
え
よ
」
の
言
葉
を
具
現
す
べ
く
寸
暇
を
惜
し
ん
で
、
自
ら
の
目
標
に
向

け
努
力
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
同
期
と
の
絆
を
強
固
に
し
て
、
六
月
十
六
日
に
陸
曹
上

級
課
程
、
二
十
二
日
に
陸
曹
候
補
生
課
程
及
び
初
級
陸
曹
特
技
課
程
、
二
十
三
日
に
生

徒
陸
曹
候
補
生
課
程
、
七
月
十
三
日
に
陸
曹
基
礎
英
語
課
程
卒
業
式
を
迎
え
、
教
育
成

果
の
発
揮
す
べ
く
そ
れ
ぞ
れ
の
部
隊
へ
と
帰
隊
し
た
。

実弾射撃 ２５ｋｍ行進訓練 戦闘訓練

一
般
陸
曹
候
補
生

自
衛
官
候
補
生
（
女
子
）

第
一
〇
九
教
育
大
隊
（
大
隊
長

佐
伯
二
佐
）

は
、
平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
五
日
に
大
津
駐
屯

地
に
お
い
て
第
十
期
一
般
陸
曹
候
補
生
三
四
六
名
、

平
成
二
十
九
年
度
自
衛
官
候
補
生
一
五
七
名
の
修

了
式
を
実
施
し
た
。
新
隊
員
は
逞
し
い
姿
に
成
長

し
、
充
実
感
を
か
み
し
め
て
い
た
。

本
教
育
は
、
約
三
ヶ
月
に
渡
り
実
施
さ
れ
、
班

長
指
導
の
下
、
日
々
の
訓
練
で
汗
を
流
し
苦
楽
を

と
も
に
し
た
。

今
後
、
新
隊
員
は
全
国
各
地
に
配
属
さ
れ
、
自

衛
隊
で
の
経
験
を
積
ん
で
い
く
。
今
後
の
活
躍
を

祈
念
し
、
大
隊
一
同
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

修
了
式感謝の言葉を述べる新隊員

第
一
〇
九
教
育
大
隊

生徒陸曹候補生課程
（障害通過運動）

陸曹候補生課程
（外哨訓練）

初級陸曹特技課程
（迫撃砲訓練）

初級陸曹特技課程
（ＬＡＭ縮射射撃）

基礎英語課程
（英語発表会）

上級陸曹課程
（ラックサック）
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中
部
方
面
混
成
団

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
戦
士

方
面
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
戦
士

目指せ！体
力
検
定

射
撃

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

（
男
子
）

４
９
連
隊
４
中
隊

３
０
０
点

３
曹

神
石

元

（
女
子
）

団
本
部
総
務
科

３
０
０
点

３
曹

板
口

祐
美

（
８
９
式
小
銃
）

４
９
連
隊
本
管
中
隊

４
９
点

２
曹

木
村

厚
志

（
９
ｍ
ｍ
け
ん
銃
）

４
９
連
隊
１
中
隊

１
１
６
点

１
曹

松
原

健
治

４
曹
教
共
中
隊

８
９
５
点

１
曹

遠
藤

夏
雄

以
上
の
隊
員
が
平
成
二
十
八
年
度
混
成
団

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
戦
士
で
す
。

今
年
初
め
て
混
成
団
最
先
任
上
級
曹

長
と
し
て
新
隊
員
の
入
隊
式
・
修
了
式

に
出
席
し
ま
し
た
。

過
去
に
は
、
新
隊
員
教
育
隊
の
班
長

と
し
て
入
隊
式
・
修
了
式
に
参
加
し
た

経
験
は
あ
り
ま
す
が
、
最
先
任
上
級
曹

長
と
し
て
の
参
加
は
初
め
て
で
し
た
。

初
々
し
い
彼
、
彼
女
た
ち
の
姿
を
見

て
、
今
か
ら
三
十
一
年
前
の
自
分
を
思

い
出
す
と
と
も
に
、
宣
誓
を
し
た
そ
の

時
の
気
持
ち
を
今
も
覚
え
て
い
ま
す
。

全
寮
制
高
校
を
卒
業
し
た
私
は
集
団

生
活
に
対
し
何
の
抵
抗
も
な
く
、
む
し

ろ
寮
の
部
屋
よ
り
多
く
の
同
期
と
の
起

居
を
共
に
し
た
営
内
生
活
や
教
育
訓
練

は
毎
日
が
楽
し
く
充
実
し
た
日
々
を

送
っ
た
様
に
思
い
ま
す
。

今
で
も
、
現
役
及
び
任
期
満
了
退
職

し
た
同
期
と
年
に
一
度
で
す
が
、
当
時

の
班
長
を
囲
み
酒
を
酌
み
交
わ
し
て
い

ま
す
。

新
隊
員
の
彼
・
彼
女
た
ち
に
は
、
前

期
教
育
の
出
会
い
が
一
期
一
会
に
な
る

者
も
い
ま
す
が
、
そ
う
で
は
な
い
生
涯

に
わ
た
る
関
係
を
続
け
て
も
ら
い
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
彼
・
彼
女
た
ち
は
今
後
、
楽

し
い
事
・
辛
い
事
を
た
く
さ
ん
経
験
し

こ
れ
を
乗
り
越
え
て
行
き
、
色
々
な
経

験
を
し
て
将
来
陸
曹
と
な
り
、
我
々
の

後
輩
と
し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
者
が

最
先
任
上
級
曹
長
目
指
し
て
く
れ
る
事

を
願
い
た
い
で
す
。

後
期
教
育
は
慣
れ
な
い
環
境
で
の
教

育
訓
練
と
思
い
ま
す
が
、
健
康
に
気
を

付
け
、
一
歩
一
歩
着
実
に
実
力
を
つ
け

強
い
自
衛
官
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

新
隊
員
を
見
送
っ
て
思
う
事

混
成
団
最
先
任
上
級
曹
長

第
一
一
〇
教
育
大
隊

２５ｋｍ行進訓練香色山登山走 戦闘訓練

善通寺の地において最後の大隊歌合唱

第
一
一
〇
教
育
大
隊
（
大
隊
長

藤
井
二
佐
）
は
、
七
月
一
日
に
善
通

寺
駐
屯
地
に
お
い
て
第
十
期
一
般
陸

曹
候
補
生
課
程
教
育
の
修
了
式
を
実

施
し
た
。

三
七
八
名
の
新
入
隊
員
は
四
月
一

日
に
善
通
寺
駐
屯
地
に
着
隊
し
て
以

来
、
三
ヶ
月
間
の
厳
し
い
訓
練
を
同

期
と
共
に
克
服
し
て
き
た
。
成
長
し

た
彼
等
の
顔
は
、
自
信
に
満
ち
溢
れ

来
賓
並
び
に
家
族
の
方
々
を
驚
か
せ

て
い
た
。

今
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
や
任
地

で
専
門
的
な
教
育
を
受
け
る
事
と
な

る
が
、
こ
の
三
ヶ
月
間
の
経
験
や
思

い
出
、
同
期
と
の
絆
を
糧
に
、
更
に

逞
し
く
な
り
、
一
人
前
の
自
衛
官
に

育
っ
て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

平成２９年度

一般陸曹候補生課程教育修了

※

「
か
け
は
し
」
誌
面
上
の
企
画
記
事
で
す
。

（５）第３３号



か け は し

第
三
一
四
共
通
教
育
中
隊

自
衛
官
候
補
生

林

貴
美
華

当
初
私
は
、
人
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
思
い
で
入
隊
し
ま

し
た
。
濃
い
三
ヶ
月
間
を
過
ご
し
、
責
任
の
重
み
を
深
く
感
じ

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
大
切
な
仲
間
と
出
会
い
、
と
て
も
充
実
し
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
三
ヶ
月
の
中
で
自
分
の
考
え
が
変
わ
り
、
目
標
を

掲
げ
一
つ
一
つ
達
成
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
自
分
に
負
け
ず
立
派
な
自
衛
官
を
目

指
し
、
目
標
を
高
く
持
ち
日
々
の
訓
練
を
大
切
に
し
よ
う
と
思

い
ま
す
。

第
一
〇
九
教
育
大
隊

第
三
一
四
共
通
教
育
中
隊

自
衛
官
候
補
生

川
勝

和

三
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て
私
は
、
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

入
隊
当
初
は
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
行
動
も
遅
く
時
間
だ
け

が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
が
、
次
第
に
時
間
の
使
い
方
も
分
か
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
同
期
の
大
切
さ
を
知
っ
た
三
ヶ
月
で
あ
り
自
分
に
負

け
そ
う
な
時
で
も
同
期
の
支
え
が
あ
り
乗
り
越
え
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
私
自
身
と
て
も
成
長
す
る
こ
と
が
出
来
た
三
ヶ
月
で

し
た
。

中部方面混成団長賞受賞中部方面混成団長賞

第１０９教育大隊長賞

第
三
一
五
共
通
教
育
中
隊

一
般
陸
曹
候
補
生

大
西

和
希
道

こ
の
度
、
こ
う
し
て
受
賞
で
き
ま
し
た
の
も
私
個
人
の
力
に

よ
る
も
の
で
な
く
、
中
隊
長
を
は
じ
め
区
隊
長
、
先
任
助
教
、

各
班
長
等
の
ご
指
導
に
よ
る
も
の
と
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。

厳
し
く
も
心
優
し
い
諸
先
輩
方
が
、
私
の
理
想
で
あ
り
目
標

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
苦
し
い
こ
と
も
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
立
派
な
自
衛

官
を
目
指
し
て
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
三
一
六
共
通
教
育
中
隊

一
般
陸
曹
候
補
生

伊
勢

千
紘

入
隊
し
た
当
初
、
全
て
の
事
が
初
め
て
で
不
安
で
も
あ
り
楽

し
み
で
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
指
導
部
の
方
達
が
道
を
示
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
道
は
険
し
く
何
度
も
壁
に
突
き
当
た

り
ま
し
た
が
、
同
期
の
仲
間
と
協
力
し
合
い
乗
り
越
え
る
事
が

出
来
ま
し
た
。

前
期
で
教
え
て
い
た
だ
い
た
事
を
忘
れ
ず
、
感
謝
の
心
を
持

ち
、
引
き
続
き
後
期
教
育
に
励
ん
で
参
り
ま
す
。

第
三
一
五
共
通
教
育
中
隊

一
般
陸
曹
候
補
生

上
林

拓
未

私
は
、
前
期
教
育
を
修
了
す
る
に
あ
た
り
教
官
助
教
の
方
々

の
ご
指
導
、
そ
し
て
中
隊
の
同
期
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

教
育
を
終
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

後
期
教
育
も
慢
心
す
る
こ
と
な
く
努
力
を
積
み
重
ね
、
班
長

の
よ
う
な
陸
曹
に
な
れ
る
よ
う
に
日
々
精
進
し
た
い
で
す
。

日
々
多
様
化
す
る
任
務
の
中
で
部
下
に
範
を
示
せ
る
陸
曹
像
を

目
指
し
前
期
教
育
で
学
ん
だ
事
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。

第
三
一
六
共
通
教
育
中
隊

一
般
陸
曹
候
補
生

内
田

達
也

期
待
と
不
安
が
入
り
混
じ
っ
た
着
隊
の
日
か
ら
慣
れ
な
い
共

同
生
活
、
厳
し
い
訓
練
、
時
間
に
追
わ
れ
る
日
々
で
し
た
が
少

し
ず
つ
慣
れ
て
い
き
ま
し
た
。
あ
る
時
、
区
隊
長
か
ら｢

何
の

為
に
訓
練
を
し
て
い
る
の
か
考
え
ろ
。
」
と
言
わ
れ
て
以
来
、

日
々
の
訓
練
や
心
に
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
同
期
の
存

在
が
大
き
く
な
り
同
期
の
為
に
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

素
晴
ら
し
い
同
期
の
絆
に
出
会
え
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

平
成
二
十
九
年
度
新
入
隊
員
五
〇
三

名
の
諸
官
、
教
育
修
了
お
め
で
と
う
。

思
い
起
こ
せ
ば
四
月
始
め
に
不
安
な
気

持
ち
で
大
津
に
集
ま
っ
た
若
者
が
約

三
ヶ
月
の
教
育
を
経
て
、
こ
こ
ま
で
立

派
に
た
く
ま
し
く
成
長
し
て
く
れ
た
姿

を
目
の
あ
た
り
に
し
て
大
隊
一
同
心
か

ら
喜
び
に
た
え
ま
せ
ん
。
諸
官
の
成
長

の
様
子
は
大
隊
長
自
身
、
映
像
記
録
の

際
に
も
こ
の
眼
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。

特
に
今
年
は
梅
雨
入
り
後
も
雨
が
少
な

く
、
暑
さ
と
土
埃
に
耐
え
な
が
ら
ひ
た

す
ら
匍
匐
・
早
駆
け
し
た
戦
闘
訓
練
等
、

辛
い
こ
と
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

大
隊
長
が
教
育
開
始
当
初
に
要
望
し
た

『
苦
し
い
と
き
の
笑
顔
』
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
同
期
の
絆
を
信
じ
て
い
つ
も
明

る
く
教
育
に
臨
ん
で
い
た
姿
に
本
当
に

感
動
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
大
津
を
巣
立
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
の
地
で
第
二
ス
テ
ー
ジ
の
始
ま
り
で

す
が
、
大
津
で
培
っ
た
こ
と
を
胸
に
更

な
る
飛
躍
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
諸
官
の

明
る
い
今
後
に
幸
多
か
ら
ん
こ
と
を
祈

り
、
は
な
む
け
の
言
葉
と
し
ま
す
。

三
ヶ
月
間
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

新
入
隊
員
諸
官
へ

第
一
〇
九
教
育
大
隊
長

二
等
陸
佐

佐
伯

智

（６）第３３号



か け は し

第１０期一般陸曹候補生、平成２９年度自衛官候補生
～同期の絆～
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か け は し

第
一
一
〇
教
育
大
隊
長
賞

中
部
方
面
混
成
団
長
賞

第
三
三
二
共
通
教
育
中
隊

景
山

拓
美

こ
の
三
カ
月
の
前
期
教

育
は
濃
い
も
の
で
様
々
な

経
験
を
積
む
事
と
が
で
き
、

そ
の
経
験
を
通
し
成
長
で

き
た
部
分
が
多
々
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で

最
も
変
わ
れ
た
と
思
う
部

分
は
、
責
任
を
持
つ
こ
と

で
す
。
自
衛
隊
で
は
銃
を

扱
い
、
組
織
で
連
携
す
る

た
め
正
確
な
報
告
を
行
い
、

部
品
の
脱
落
、
故
障
が
無

い
か
何
度
も
確
認
を
行
う

な
ど
、
様
々
な
場
面
で
責

任
を
問
わ
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
が
一
つ
で
も
疎
か
に
な

る
と
、
い
つ
か
訪
れ
る
有

事
の
際
に
機
能
し
な
く
な

り
ま
す
。
機
能
し
な
い
と

い
う
こ
と
は
、
家
族
、
友

人
、
国
民
の
命
な
ど
、
大

切
な
人
の
命
を
救
う
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
責
任
の
重
さ

は
命
の
重
さ
で
あ
る
こ
と

が
非
常
に
良
く
分
か
り
ま

し
た
。
少
し
ず
つ
で
す
が

自
分
も
意
識
を
し
て
考
え

行
動
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。

第
三
三
三
共
通
教
育
中
隊

山
中

一
生

私
は
、
前
期
教
育
を
修

了
し
て
信
頼
関
係
が
い
か

に
大
切
か
を
実
感
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
個
々

の
能
力
が
低
く
と
も
全
員

が
団
結
し
て
い
れ
ば
何
か

を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。
そ
の
団
結
を
強

く
す
る
こ
と
が
出
来
る
の

が
信
頼
関
係
で
す
。
私
は

教
育
期
間
中
、
己
を
犠
牲

に
し
て
で
も
周
り
の
仲
間

を
助
け
る
と
い
う
気
持
ち

で
行
動
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
仲
間
も
助
け
て
く

れ
る
よ
う
に
な
り
、
信
頼

関
係
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

時
に
は
争
い
も
あ
り
ま
し

た
が
最
後
に
は
、
お
互
い

を
信
じ
合
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
こ
の
三
ヵ
月

は
人
と
し
て
成
長
で
き
た

一
生
の
宝
物
で
す
。
後
期

教
育
で
は
、
新
た
な
仲
間

と
一
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で

す
。
今
ま
で
培
っ
た
能
力

を
最
大
限
に
生
か
し
、
理

想
と
す
る
自
衛
官
を
目
指

し
て
日
々
精
進
し
ま
す
。

第
三
三
三

共
通
教
育
中
隊

小
野

莉
希

前
期
教
育
を
終
え

て
、
連
帯
責
任
の
重

み
を
知
れ
た
と
思
い

ま
す
。
一
人
が
ど
れ

だ
け
完
璧
で
も
一
人

が
出
来
て
い
な
け
れ

ば
、
全
て
意
味
が
な

く
な
り
ま
す
。
一
人

で
完
璧
を
目
指
す
よ

り
、
み
ん
な
で
成
功

を
大
事
に
す
べ
き
だ

と
考
え
ま
す
。

第
三
三
二

共
通
教
育
中
隊

中
西

順
也

前
期
教
育
を
通
し

て
、
自
衛
官
と
し
て

あ
る
べ
き
姿
や
時
間

の
使
い
方
な
ど
、
多

く
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
困
難
な

こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
が
、
心
身

と
も
に
鍛
錬
す
る
こ

と
が
で
き
、
教
育
に

携
わ
っ
て
い
た
だ
い

た
教
官
の
方
々
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

第
三
一
七
共
通
教
育
中
隊

日
和
佐

公
大

本
課
程
教
育
を
修
了
す

る
に
あ
た
り
、
こ
の
よ
う

な
賞
を
い
た
だ
き
大
変
あ

り
が
た
く
光
栄
に
思
い
ま

す
。
着
隊
当
初
の
私
は
、

目
立
っ
た
体
力
や
知
識
を

持
っ
て
い
た
わ
け
で
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
教
官
や
助
教
の
方
々

と
同
期
の
仲
間
た
ち
に
恵

ま
れ
、
日
々
切
磋
琢
磨
し

て
い
く
こ
と
で
、
徐
々
に

自
分
を
成
長
さ
せ
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
一

つ
の
成
果
と
し
て
、
中
隊

の
香
色
山
登
山
走
優
秀
班

の
獲
得
と
、
体
力
優
秀
班

の
称
号
を
守
り
抜
く
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
ら

は
同
期
の
団
結
が
あ
っ
て

こ
そ
の
結
果
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
今
後
は
、
後
期

教
育
や
一
般
部
隊
に
配
属

さ
れ
て
か
ら
も
本
教
育
間

で
学
ん
だ
こ
と
を
自
分
の

糧
と
し
、
離
れ
離
れ
に
な

る
同
期
と
更
に
競
い
合
え

る
よ
う
努
力
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
三
一
七

共
通
教
育
中
隊

水
谷

速
人

前
期
教
育
で
自
衛

隊
員
の
基
礎
知
識
や

心
構
え
を
学
び
ま
し

た
。
教
育
中
、
指
導

で
涙
を
流
し
辛
い
時

も
あ
り
ま
し
た
が
、

同
期
の
励
ま
し
に
よ

り
耐
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
仲
間
の

存
在
が
自
分
を
強
く

す
る
と
い
う
こ
と
を

身
を
通
じ
て
実
感
し

ま
し
た
。

第
三
一
七

共
通
教
育
中
隊

久
保
田

悠
斗

新
隊
員
前
期
教
育

の
間
で
特
に
一
番
印

象
に
残
っ
た
こ
と
は
、

挑
戦
し
努
力
し
続
け

れ
ば
自
分
自
身
が
成

長
し
、
同
期
み
ん
な

で
切
磋
琢
磨
し
て
頑

張
り
続
け
れ
ば
自
衛

官
と
し
て
認
め
ら
れ

る
こ
と
で
す
。
最
後

に
な
り
ま
し
た
が
、

中
隊
長
を
は
じ
め
本

部
の
方
々
や
指
導
し

て
い
た
だ
い
た
皆
様

に
感
謝
し
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

第
三
三
二

共
通
教
育
中
隊

池
田

誠
人

私
は
、
こ
の
前
期

教
育
で
大
き
な
も
の

を
得
ま
し
た
。
そ
れ

は
同
期
の
絆
で
す
。

同
じ
釜
の
飯
を
食
べ
、

一
緒
の
部
屋
で
寝
て
、

今
で
は
、
当
た
り
前

の
存
在
に
な
り
ま
し

た
。
後
期
教
育
は
バ

ラ
バ
ラ
に
な
り
ま
す

が
こ
の
教
育
は
、
一

生
の
思
い
出
に
な
り

ま
し
た
。

第
一
一
〇
教
育
大
隊
長

二
等
陸
佐

藤
井

鉄
也

第
十
期
一
般
陸
曹
候
補
生
三
七
八
名
の

諸
君
、
前
期
教
育
の
修
了
お
め
で
と
う
。

四
月
に
着
隊
し
た
際
の
君
た
ち
の
不
安

と
期
待
が
入
り
混
じ
っ
た
眼
差
し
が
、
今

で
は
別
人
の
よ
う
に
目
に
は
力
が
溢
れ
て

お
り
、
達
成
感
と
自
信
に
満
ち
溢
れ
て
い

ま
す
。
三
ヶ
月
の
教
育
期
間
中
、
君
た
ち

は
一
つ
一
つ
厳
し
い
教
育
を
乗
り
越
え
、

逞
し
さ
を
身
に
着
け
て
い
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
君
た
ち
は
、
後
期
教
育
の
た

め
全
国
に
旅
立
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
の

技
能
を
学
び
、
そ
の
後
部
隊
に
配
置
さ
れ

ま
す
。
そ
こ
で
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
厳
し

い
訓
練
が
待
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
人
間

関
係
で
悩
む
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ

ん
な
と
き
は
是
非
、
前
期
教
育
の
区
隊
長

や
班
長
を
頼
っ
て
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

悩
み
を
打
ち
明
け
る
こ
と
は
生
き
て
い
く

う
え
で
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
君
た

ち
の
成
長
を
願
っ
て
止
ま
な
い
区
隊
長
、

班
長
は
き
っ
と
良
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ

る
は
ず
で
す
。

今
の
日
本
は
本
当
に
平
和
で
す
。
そ
れ

は
、
わ
れ
わ
れ
の
先
輩
が
黙
々
と
任
務
に

精
励
し
、
訓
練
に
励
み
、
抑
止
力
と
し
て

重
要
な
責
任
を
果
た
し
て
こ
ら
れ
た
か
ら

で
す
。
そ
し
て
今
、
国
の
安
全
を
守
る
と

い
う
大
切
な
仕
事
を
選
ん
で
く
れ
た
君
た

ち
が
、
こ
れ
か
ら
も
平
和
な
時
代
を
続
け

て
い
く
た
め
に
諸
先
輩
か
ら
バ
ト
ン
を
受

け
継
ぎ
、
国
民
の
期
待
に
応
え
、
平
和
の

恩
恵
を
み
ん
な
が
受
け
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
さ
ら
に
努
力
し
て
立
派
な
自
衛
官
を

目
指
し
て
く
だ
さ
い
。

新
隊
員
へ
の
言
葉

第
一
一
〇
教
育
大
隊

（８）第３３号



か け は し

第
三
三
三
共
通
教
育
中
隊

第
三
三
二
共
通
教
育
中
隊

第
三
一
七
共
通
教
育
中
隊

第１区隊 第２区隊

第１区隊

第３区隊

第２区隊

第４区隊

第２区隊

第４区隊

第１区隊

第３区隊
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か け は し

小
林
鷹
之
防
衛
大
臣
政
務
官
来
隊

梅
雨
の
中
休
み
の
六
月
十
二
日
、

小
林
鷹
之
防
衛
大
臣
政
務
官
が
大

津
駐
屯
地
に
来
隊
さ
れ
た
。

正
午
前
に
滋
賀
一
区
選
出
の
大

岡
衆
議
院
議
員
と
共
に
到
着
さ
れ

た
小
林
政
務
官
は
、
駐
屯
地
各
部

隊
長
と
の
会
食
及
び
状
況
報
告
を

受
け
た
後
、
第
一
〇
九
教
育
大
隊

第
三
一
四
共
通
教
育
中
隊
の
女
性

自
衛
官
の
営
内
居
室
及
び
戦
闘
訓

練
を
熱
心
に
視
察
さ
れ
た
。

視
察
を
終
え
ら
れ
た
小
林
政
務

官
は
団
長
を
は
じ
め
、
各
部
隊
長

等
と
固
い
握
手
を
交
わ
し
、
大
津

駐
屯
地
を
後
に
さ
れ
た
。

団長と握手を交わす小林政務官

第３１４共通教育中隊
営内居室を視察

状況報告受け

記念撮影
（中央左小林政務官、右大岡議員）

隊員自主募集優秀部隊表彰

混
成
団
は
、
平
成
二

十
九
年
七
月
十
日
に
ホ

テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル

市
ヶ
谷
で
実
施
さ
れ
た

「
平
成
二
十
九
年
度
全

国
自
衛
隊
地
方
協
力
本

部
長
会
議
」
に
お
い
て
、

陸
上
幕
僚
長
よ
り
、
平

成
二
十
八
年
度
に
お
け

る
隊
員
自
主
募
集
に
お

い
て
、
１
佐
級
指
揮
官

の
部
で
「
全
国
１
位
」

の
成
果
を
あ
げ
た
功
績

に
よ
り
、
優
秀
部
隊
の

表
彰
を
受
け
た
。

はじめまして
混
成
団
の
皆
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し
て
！

平
成
二
十
九
年
三
月
の
異
動
で
、
広
報
室
の

一
員
と
な
り
、
こ
の
「
か
け
は
し
」
の
担
当
に

な
り
ま
し
た
、
板
口
３
曹
で
す
。
よ
く
「
さ
か

ぐ
ち
」
と
間
違
わ
れ
ま
す
が
、
「
い
た
ぐ
ち
」

で
す
！

主
な
担
当
業
務
は
写
真
撮
影
、
ホ
ー
ム
ぺ
ー

ジ
、
施
設
利
用
、
機
関
誌
「
か
け
は
し
」
で
す
。

実
は
、
写
真
は
撮
る
よ
り
撮
ら
れ
る
方
が
好
き

な
ん
で
す
け
ど
・
・
・
皆
さ
ん
の
活
躍
を
か
っ

こ
よ
く
撮
れ
る
よ
う
に
、
が
ん
ば
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

かけはしの
新担当です！

☆
出
身

大
阪
府
枚
方
市

☆
職
種

航
空
科
（
航
空
気
象
）

☆
家
族

父
（
予
備
自
）
・
母
（
予
備
自
）

弟
（
現
職
自
衛
官
）

☆
趣
味
・
習
い
事

乗
馬
（
障
害
馬
術
）
・
着
物

た
だ
い
ま
、
婚
活
中

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

戦闘訓練視察（中央右小林政務官）

和服美人目指し、
勉強中です

馬に癒されて
みませんか？

（１０）第３３号


